
生涯学習としての英語多読支援
大人向け多読講座と私設英語図書館の試み

英語図書館Goodie 安井京子



KNB(北日本放送)の取材による、図書館の動画



自己紹介 多読との関わり２０年

２００３年 多読との出会い

２００４年～ 授業に多読指導を導入 （外国語専門学校／高専／予備校）

２００８年～ 大人向け多読講座をカルチャーセンターで始める

２０２２年～ 私設の英語図書館Goodie を開館

講座は縮小して継続



今の活動

英語多読講座

英語図書館Goodie 

＋洋書読書会

初期からの元受講生と

本の情報と読むエネルギーを

英語多読講座

◆2008年～2021年（14年間）

とやま健康生きがいセンター

対象 中学生以上

週3講座 水曜夜・木曜・土曜

70分×年間44回 受講者数 約60名

◆2022年～（4年間）

初級 :100万語まで 隔週



大人向け講座から発展 2022年～

英語図書館Goodie



開館日 隔週の火曜・水曜・土曜

開館時間 午前10～12時

登録来館者 約30人

維持費(光熱費・事務費）年間3000円



発表の流れ

自己紹介／多読講座＆英語図書館

大人の英語学習者はどれぐらい読めるようになるか

どんなサポートをしているか

大人の英語多読どうしたら続くか

これから



多読で大人の英語学習者は

どれぐらい読めるようになるのか

２年ぐらいで１００万語達成

その後も続けると……

ネイティブ向けの本が読めるようになる

児童書は楽に読めるように

さらには大人向けの本も読める人がでてくる



2013年1月達成者
開始から数年で
300万語を越え
洋書を読む人が

2025年8月達成者
18年間で366人が受講
その32％が100語達成



洋書が読めるようになると

★Ａさん
始めて６ヵ月で読
めるようになり
こちらがビックリ

★Ｂさん
邦訳が出ない本を
原作本で読む

★Ｃさん
読む勢いがすごく本の
入手が間にあわない

★Ｄさん
厚い難度の高い本を読みこなす



～100万語

★Grader Readers 

YL3   総語数1~2万語

楽に読める

★ネイティブ向け児童書

YL1~2

Nate the Great

Magic Tree House

に手が届く



100万語までにこんな本を読みます
GR以外に、絵本、LR、児童書も多く入れて、生の英語にふれるように



200～300万語

★Grader Readers 

YL 4~6 

総語数2~3万語が読める

★ネイティブ向けの児童書

YL2~3 １万語台

Chapter Book が楽に読める

★児童書YL4 ２～３万語

読める本がでてくる



400万語～

★ネイティブ向けの

YL4 以上が安定して読める

Take Off
そのまま読み続けると

ネイティブの大人向けの本へ

★無理にあげずYL2~4

で児童書を楽しむ人も多い
どのレベルまでいくかはご本人の
読みたい気持ちと時間の余裕次第



数百万語～ 自立した洋書の読み手に

◆自分で積極的に本を探す

英語圏の書評サイト 洋書レビューアのブログ

◆周回遅れでなく英語圏で今人気の本に手がでる

◆電子書籍やAudiobook のサブスクリクションを利用する



goodreads
英語圏の最大の書評サイト

利用者数5000万人

出版社や作家も動向に注目

読書記録や登録者の交流

https://www.goodreads.com/

洋書レビューアー渡辺由佳里さんのブログ

今現在、英語圏で人気の本を紹介

https://youshofanclub.com/

Everand

E-book/audiobook 等が

月9.99ドルで読み聞き放題

https://www.everand.com/

渡辺由佳里
の

洋書ファンクラブ

渡辺由佳里
『新・ジャンル別
洋書ベスト500プラス』

（コスモピア）



図書館の来館者はどんな本を読んでいるか

Best Books 
of The Year
一年で一番の
お気に入り本
を選ぶ



どんなサポートをしているか

大人は、年齢、レベル、目標、好み、

読書時間……さまざま

違いを踏まえた個別の対応が不可欠



開始時にアンケート
読む速さ 読書傾向 目指すもの 今の英語力



多読記録シートと
多読記録手帳の併用



適切な本を 選ぶよう助ける

自分でも選べるような環境づくり

◆本の並べ方 多読本の全体がわかるように

GRとネイティブ向け児童書の２列

平積みでシリーズごとに重ねる 易しい⇒難しい

◆本に貼付け 個々の本の情報を伝える

語数やレベル、Audioの時間も

GRすべてに紹介のコメント

ネイティブ向け本の一部にも

◆ブクログに蔵書を登録 本が検索できるように



本の並べ方の工夫



貼りつけラベルで本の情報を伝える



本選びができるようにブクログを利用

◆英語学習者向けのＧＲ
「greaderの本棚」

https://booklog.jp/users/greader

◆ネイティブ向けの本
「erclubの本棚」

https://booklog.jp/users/erclub

カテゴリーや
タブで本の検索
ができる

GRは
内容紹介
付き



快適に 読み続けるよう助ける

人的な働きかけが重要

◆インストラクター

毎回、受講生一人一人と話す

読んだ本の感想を聞き、新しい本を紹介する

アンケートや記録シートから知ったことが役立つ

◆他の受講生

感想を共有したり、互いに本を紹介し合う

ここ３年ほどはブックトークを実施



インストラクターの役割

◆蔵書全体についてよく知っている

購入の段階で、読む人のイメージを思い浮かべる

GＲの多くは読んでいる 児童書のシリーズも最初の巻は

多くの本について興味をひくような紹介ができる

◆多読記録シートで読書の進み具合を常にモニター

◆これまでに勧めてきた経験

この本はどういう人に受けるか

◆今も常に本探し 本も消費物で流行廃り

職人芸？

その人にとっての

the right book 
を選ぶ手助けを続ける



交流を促す
ブックトーク

◆グループでのブックトーク

３～５人のグループで読んだ本を２分間日本語で紹介

時間をキープして話す時間平等に

話の間は聞くことに徹する（オープンダイアローグの手法）

レベルの違いがあってもOK

◆効用

モチベーションが驚くほどあがる

読んでみたい本が見つかる

もっと前から
やっていた
かった
短時間でも
効果抜群



大人の英語多読
どうしたら続くか

――図書館アンケートから考察



続けているのは英語力が
伸びるから……？
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その他:

心身の健康に役立つから

英語力が向上するから

英語読書を通じて人と交流できるから

外国の文化習慣や海外の情報を知ることができるから

英語の本が読むのが楽しいから

質問1:多読を続けている理由は？

「英語の本を読
むのが楽しい」
がダントツ一位

「英語力の
向上」は
三番目



多読を続けるには
何があればいいのか
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その他:

交流を通じての他の人からの刺激

多量、多種の本がある

面白そうな本の紹介がある

質問2:多読を続けるのに役立つものは？

たくさんの本が
あるだけは不十分

自分が読めて
おもしろい本の
紹介があるが
重要



多読を続けられなくなる理由は
質問３:今後やめるとしたらその理由は？

心身の不調

47%
家庭の事情等で英

語読書をする時間

がとれなくなる

28%

英語読書への興

味が薄れる

9%

英語の本が気軽に

手に入らなくなる

16%

40代以降大人の
困難は身体の不具
合が影響大
英語読書への興味
の低下は少ない



英語の本を読む楽しさとは
アンケートの自由記入から

⚫ ずっと続けて楽しみながら少しずつ向上したい

⚫ 英語に対する距離が前より近くなった

⚫ 知らなかった世界について知ることができる

⚫ 英語を読むのが習慣になり情報収集に使えるよう
になった

⚫ 英語にふれるのが楽しい

⚫ 世界が広がり日々の楽しみが増えた

⚫ 一冊読み終えると達成感とうれしさを感じる

⚫ 語数の増加が目に見えることが励みになっている

⚫ 英会話も少しは聞き取れるようになった

⚫ 読むのが待ち遠しくなる時間が嬉しい

⚫ 絵本に出てくる、生活に密着した単語が新鮮で、
貴重

⚫ 異文化に触れるのが楽しい

⚫ あまり習い事が続かなかったが、10年以上も続いている

⚫ ただひたすら英語の本を読めている状況に幸せを感じる

⚫ 読書は苦手なのに、読みやすい英語の本だと続いている

⚫ 英語表記に抵抗がなくなった

⚫ 邦訳ではわからない作者の個性や表現のニュアンスが直
に感じられる

⚫ 翻訳を待たずに読める

⚫ 翻訳者の感性の影響を受けずに読める

⚫ 図書館に通うようになって知り合いが増えて楽しい

⚫ 読書を通じて人との繋がりが広がっていくことも魅力

⚫ 感動する言葉に出会って、それが英語で原文のまま理解
できた！と思える。印象に残っているのは

Next to trying and winning, the best thing is trying 

and failing



多読継続には

読書の楽しさ

が最も重要

図書館Goodieは

それを支えたい



多読を続けると

多読との出会いがもたらすもの

英語で本が読んだり聞いたりできる

英語の本について語れる人たちが身近にいる

人生を充実させる楽しみと、人とのつながりが生まれる

生涯学習の選択肢として「英語多読で人生をより豊かなものに」

発表者自身も大きな恩恵をうける

「なんでこんなに楽しそうに読むんだろう」

「なぜ読めるようになるのか」

「どこまで読めるようになるんだろう」

出会いから２０年以上、驚きと疑問を持ち、好奇心をかき立てられてきた



これから……

数年は講座も図書館も続けるが

空家を解体する必要があり、ずっとは続けられない

それを見すえて……

・富山県内に多読ができる場を広げたい

公立図書館への働きかけ 図書館での多読応援

「kentadoku の本棚」 https://booklog.jp/users/kentadoku

・本の情報について 紹介をする 新たな本の発見

ブクログやレビュー


